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み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

合
併
以
来
、
町
の
一
体
化
を
優

先
課
題
と
し
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
は
じ

め
と
す
る
通
信
情
報
網
の
整
備
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨

秋
、
町
内
11
会
場
に
て
『
議
会
懇
談

会
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
道
半
ば
の
感
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
有
線
テ
レ
ビ
に
よ
り
、
本
会

議
の
様
子
が
瞬
時
に
お
茶
の
間
に
届

い
て
い
ま
す
か
ら
、
議
会
に
対
し
て

辛
辣
な
ご
批
判
も
浴
び
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
議
会
づ
く
り
に
、
邁
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
て
い
ま

す
。

　

議
会
と
し
て
、
広
報
公
聴
が
し

っ
か
り
で
き
る
こ
と
が
先
ず
は
第

一
目
標
で
す
。
そ
し
て
、
議
員
間

の
自
由
闊
達
な
協
議
、
政
策
立

案
、
通
年
議
会
、
会
派
の
あ
り
方

な
ど
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
も

鋭
意
調
査
研
究
を
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
実
践
す
る
所
存
で
す
。

　

行
政
へ
の
姿
勢
も
、
受
動
態
か
ら

能
動
態
へ
と
切
替
え
、
行
政
と
議
会

が
真
の
二
元
代
表
制
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
議
会
の
活

性
化
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
、
明

日
の
与
謝
野
町
に
無
限
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
励
み
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望

を
、
お
年
寄
り
に
は
や
す
ら
ぎ
と
平

安
が
享
受
で
き
る
こ
と
を
祈
願
と
し

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
25
年
度
が
私
達

与
謝
野
町
民
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　教育委員会職員が加重収賄罪で起訴されたこ
とに関し、最高責任者としての管理責任を明確
にするための条例の一部改正

　宮津市・伊根町・与謝野町による
ゴミ処理施設の設置、管理運営事務
を共同処理するために設置

　自力での除雪が困難な高齢者など、生活
の安全確保と福祉の向上を図る

　売買契約を締結した人を
紹介した町内業者に手数料
を交付する

　ダイレクトジャガ
ード設備費の補助
（1台あたり上限9万
円）

反
対

賛
成

野
村
生
八

和
田
裕
之

有
吉　

正

杉
上
忠
義

塩
見　

晋

宮
﨑
有
平

伊
藤
幸
男

浪
江
郁
雄

家
城　

功

山
添
藤
真

小
林
庸
夫

多
田
正
成

井
田
義
之

糸
井
滿
雄

　

簱   

毅

谷
口
忠
弘

今
田
博
文

赤
松
孝
一

教育長の給与減額
の専決処分 9：8 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ × ―

1 21 2 月定例会  賛否一覧月定例会  賛否一覧
○印は賛成　×印は反対　
（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、議案成否を決定します）

賛否の分かれた議案のみ掲載
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昨年１０月２２日～１１月３０日の間、小学校区単位を基本として、１１会場で開催しました。
この取り組みは、議会基本条例を具現化するため町民の皆さんの意見や提案を直接伺い議会活動
に活かしていこうというものです。議員１８人を３班（６人編成）に分け、公民館に出向き懇談
しました。延べ２０６名の参加者があり地域経済、庁舎問題、学校問題など多くの意見をいただ
きました。

加悦中学校の建設は将来の生徒数や場所のことも検
討しているのか。また、防災機能の強化につながる
のか。
大津市のようなイジメがあってはならない。イジメ
について充分対処してほしい。
先生とPTAとのハラの割った話し合いの場を設け
てほしい。
児童数が少なくなればサッカーや野球ができなくな
る。また、競争できる環境が必要だ。学校統廃合を
進めるべきだ。
幼保の統廃合は子どもを預けるのに不便になる。　
小学校は統廃合すべきだ。

公務員の不祥事が新町になって４人目だ。責
任をどう取るのか。
空き家、廃屋が年々増えている。対策はどう
なっているのか。
都市計画は町づくりの基本である。
農業委員の年間１２万円は安い。京都府は議
員報酬の１ヵ月分を支払えといっている。町
も努力を。
原発事故の避難体制はできているのか。
入札がくじで決まっている。業者の育成がで
きるのか。
与謝の海支援学校を福祉避難所に指定してほ
しい。
織物業の修理費の補助はできないか。京丹後
市はやっている。

意義のある懇談会だった。今後も続けてほしい。
主催者（議会）が参加を呼びかける努力が足り
ない。
町政懇談会は身近に感じるが、議員にたいして
は距離がある。

Q蛇谷水源の森の奥を男山区が管理してい
　るが、対応しきれない。
A山林所有者で対応してほしいが、雪解け頃
　に現場確認をして判断したい。

Q府道５３号線（網野～岩滝線）岩滝化学
　付近の整備はどうなっているのか。
Aバイパスと拡幅の２案があり検討中。

Q学校教育の基本方針はどのようなものか。
A「生きる力」を育むことを柱に、学力の充実・
生徒指導の充実・人材育成の３重点を掲
げている。

Q公民館の利用料金は条例で定めている料
　金以外の使用料について差異がある。
A町立公民館の使用料は条例により一律に定
められているが、地区により管理協力金
を別途徴収している所もある。
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住宅改修の経済効果が３年間で４０億円あ
ったと聞く。それほどの効果があったのな
ら継続すべきだ。
町税も年々減少しているが、今後所得がア
ップするような施策が必要だ。
住民から提案を受けそれを支援するのが町
の姿勢だと聞いている。担当課は全国を走
り回って情報収集を。
天橋立の活用を町も考えるべきだ。加悦鉄
道を復活させるくらいの発想を。
織物業の工賃が安い。最低工賃を守るよう
行政からもフォローを望む。
新しい起業の発想を図るべきだ。そのため
の人脈づくり情報収集が大事だ。
観光客や入り込み客を増やすようにもっと
力を入れるべきだ。

３億も４億もかけて庁舎統合しなくても良い。
現状を見たら、加悦庁舎統合案が良い。
町の中心部に新庁舎建設をすべきだ。
財政が厳しくなるなか、新庁舎の建設は納得
がいかない。
庁舎統合は、町民のためか、職員のためか判
らない。それよりゴミの焼却場の建設を。
庁舎が遠くなるから反対というのでは我がま
まだ。

同じような質問が多く、内容や答弁が
乏しい。
織物の町にふさわしいように、議場で
は夏場もネクタイを。
もっと勉強して内容を磨き、この町の
ために働いてほしい。

アンケート結果
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平成24年度12月定例会
２4年度一般会計補正予算２4年度一般会計補正予算

岩
屋
小
の
町
の
財
政
負
担
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分
譲
宅
地
の
売
却
に
期
待

高齢者住宅除雪の補助

指定管理の成果は

時
間
外
手
当
が
固
定
化

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画

万
全
の
除
雪
体
制

年
末
の
不
況
対
策
を

除雪の準備ＯＫ

日吉が丘分譲地
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値
上
げ
否
決
後
の
対
応
は

新設された加悦浄水場

今
後
の
水
道
事
業
は

過
大
受
給
金
を
国
へ
返
還

町民の安心をになう水道課
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再
発
防
止
に
厳
罰
化
必
要

反
対
討
論

職
員
は
重
い
処
分
だ
が

通
学
バ
ス
の
利
用
範
囲
は　

医
薬
材
料
費
と
医
薬
分
業

・

　
　
　
　
　

減
給
10
％
3
ヵ
月

石川診療所薬局

橋立中学校のスクールバス
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急
ぎ
た
い
ご
み
処
理
計
画

古
い
町
営
住
宅
の
改
善
を

より進んだ住宅条例を

よ
り
前
進
し
た
組
合
方
式
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惜しまれる地域の医院

一般質問一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

Ｑ

Ａ

塩見　晋

検
討
委
員
会
の
答
申
は
、
意
見
が
多

岐
に
わ
た
り
決
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
と
め
と
し
て｢

庁
舎
統
合
に
は

異
論
は
な
い
が
、
町
の
案
は
見
直
し｣｢

住

民
・
議
会
・
行
政
で
議
論
の
継
続｣｢

野
田

川
庁
舎
本
館
を
閉
鎖
・
機
構
改
革
を
含
む
課

の
再
配
置｣

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応

は
。

将
来
的
に
中
心
地
に
新
庁
舎
案
を
選

択
さ
れ
た
委
員
が
多
か
っ
た
。
財
政

的
に
で
き
な
い
で
は
な
く
、
補
助
金
制
度
な

ど
も
調
査
し
議
論
を
す
る
べ
き
だ
。

地
域
の
医
院
が
な
く
な
る

岩
屋
地
区
に
お
い
て
、
40
数
年
間
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
徳
山
医
院
が
休

診
に
な
り
、
地
域
外
へ
の
通
院
の
不
安
が
増

し
て
い
る
が
。
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Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

再開が望まれる地域医療高齢者の足　ひまわりバス

籏 　毅

40
数
年
に
わ
た
っ
て
岩
屋
地
域
の
医

療
を
支
え
て
頂
い
た
徳
山
先
生
が
11

月
末
に
休
診
さ
れ
た
。
先
生
が
健
康
を
回
復

さ
れ
、
1
日
で
も
長
く
診
察
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
岩
屋
村
の
頃
よ
り
、

公
設
民
営
の
医
院
と
し
て
始
ま
り
、
地
域
と

し
て
も
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
町

の
対
応
は
。

ひ
ま
わ
り
バ
ス
も
運
行
時
間
や
運
行

形
態
に
あ
わ
せ
て
、
利
用
す
る
こ
と

に
限
界
が
き
て
お
り
、
デ
マ
ン
ド
型
の
乗
合

交
通
シ
ス
テ
ム
の
ス
キ
ー
ム
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

有吉　正

庁
舎
統
合
へ
の
道
筋

検
討
委
員
会
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。

統
合
へ
向
け
て
の
道
筋
は
。

議
会
を
早
く
本
庁
舎
に

本
庁
舎
と
議
会
が
離
れ
て
い
る
の
は

問
題
が
多
い
。
岩
滝
本
庁
舎
旧
議
場

を
テ
レ
ビ
中
継
を
す
る
た
め
の
費
用
は
。

ち
り
め
ん
街
道
ど
う
発
展

ち
り
め
ん
街
道
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、当
面
の
入
り
込
み
客
「
５
万
人
」

だ
が
、
久
美
浜
の
稲
葉
本
家
と
比
べ
て
も
大

き
く
遅
れ
て
い
る
。「
か
や
山
の
家
」
の
よ

う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
旅
行
サ
イ
ト
で
誘

客
を
図
る
積
極
性
と
「
昭
和
シ
ル
ク
と
モ
ダ

ン
の
里
」
と
の
一
体
性
の
あ
る
取
り
組
み
や
、

規
制
緩
和
も
必
要
だ
。
町
の
政
策
誘
導
、
指

導
が
必
要
で
は
な
い
か
。
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Ｑ

工事中の与謝天橋立インター

Ａ

Ｑ

Ａ

どうなる　ＴＰＰ

伊藤幸男

京
都
舞
鶴
港
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
開
港
、

平
成
26
年
若
狭
自
動
車
道
、
京
都
縦

貫
自
動
車
道
の
完
成
に
合
わ
せ
、
物
流
・
観

光
客
な
ど
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
が
。

今
後
、
見
込
め
る
観
光
客
の
受
け
入

れ
体
制
・
誘
客
誘
導
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

本
町
の
農
業
や
産
業
・
福
祉
の
施
策

は
、
他
町
が
注
目
す
る
優
れ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
す
る
と
、
町
の
農
業
や
産
業
な
ど
は

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
そ
の
上
、
米
国
型
訴

訟
条
項
で
町
の
施
策
が
廃
止
さ
れ
る
。
ま
さ

に
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
ル
ー
ル
押
し
付
け

だ
。
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
。　

多田正成

当
町
の
観
光
資
源
が
活
か
せ
る
な
ら

イ
ベ
ン
ト
観
光
で
は
な
く
、
日
常
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
町
づ
く
り
が
必

要
。
行
政
、
商
工
会
、
観
光
協
会
が
連
携
し
、

法
人
化
を
立
ち
上
げ
専
門
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
開
催

４
年
後
の
椿
サ
ミ
ッ
ト
を
迎
え
る
準

備
は
観
光
振
興
に
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。

滝
口
か
ら
千
年
椿
ま
で
が
椿
ロ
ー
ド
に
な
ら

な
い
か
。

庁
舎
統
合
と
財
政
問
題

①
庁
舎
の
あ
り
方
は
住
民
参
画
・
住

民
自
治
の
向
上
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

ど
う
守
る
か
が
重
要
だ
。
②
交
付
税
が
年

12
億
円
も
減
る
の
で
、
行
革
で
20
億
円
備
蓄

を
決
め
た
。
庁
舎
統
合
案
を
町
民
に
示
し
た

の
は
財
政
的
理
由
が
要
因
で
な
か
っ
た
の
か
。

新
庁
舎
建
設
案
が
将
来
的
と
は
い
え
一
部
に

あ
る
が
。
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家城　功

Ｑ

Ａ

Ｑ

小林庸夫

Ａ

がんばる地元企業 織物業にもっと光を

町
長
の
考
え
る
産
業
振
興
と
は
。

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
は
、
ど
う

活
か
さ
れ
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
「
新
た

な
産
業
起
こ
し
へ
の
支
援
と
雇
用
の

確
保
」
に
つ
い
て
の
要
望
と
不
満
が
一
番
多

い
。
住
民
生
活
に
直
結
す
る
産
業
経
済
問
題

を
、
こ
の
町
の
大
き
な
政
治
課
題
と
し
て
、

行
政
は
誘
導
し
指
導
す
る
責
任
が
あ
る
と
思

う
。
実
体
験
さ
れ
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
も
と
、
単
発
な
指
摘
で
は
な
く
継
続
的

な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

産
業
振
興
は
目
的
や
方
向
性
、
そ
し

て
何
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き

役
割
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

自
転
車
道
照
明
の
現
状
は

自
転
車
道
の
照
明
設
置
の
現
況
と
今

後
の
予
定
は
。

行
動
が
必
要
な
時
だ
。
町
長
の
産
業

に
つ
い
て
の
思
い
が
理
解
で
き
な
い
。

人
件
費
削
減
を
問
う

次
年
度
は
通
常
経
費
一
律
５
％
カ
ッ

ト
と
聞
く
。
性
質
別
経
費
の
な
か
で

一
番
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
人
件
費
削

減
の
議
論
を
は
じ
め
る
必
要
が
あ
る
。
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Ｑ

Ａ

糸井満雄

Ｑ

Ａ

和田裕之

野田川庁舎与謝の海病院の救急窓口

検
討
委
員
会
よ
り
、
内
容
的
に
は
、

「
町
の
案
は
見
直
す
こ
と
」「
将
来
的

な
庁
舎
統
合
の
時
期
、方
法
は
、住
民
・
議
会
・

行
政
で
真
剣
に
議
論
す
る
こ
と
」「
野
田
川

庁
舎
本
館
は
耐
用
年
数
の
関
係
か
ら
閉
鎖
の

方
向
が
望
ま
し
い
」
な
ど
が
答
申
さ
れ
た
。

　

経
費
の
問
題
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
維
持
の
確

保
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
や
職
員
の
適
正

配
置
、
さ
ら
に
住
民
感
情
や
融
和
に
も
配
慮

さ
れ
た
答
申
と
思
う
が
。

福
知
山
市
民
病
院
に
地
域
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
宮
津
与

謝
管
内
で
は
、
１
１
９
番
す
る
と
99
％
が
与

謝
の
海
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
。
平
成
22
年
度

の
救
急
搬
送
は
、
２
０
７
９
件
で
、
脳
疾
患

や
心
疾
患
の
重
篤
患
者
は
１
３
０
５
人
い
た
。

う
ち
64
人
は
、
与
謝
の
海
病
院
で
は
手
に
負

え
ず
、
他
医
療
機
関
へ
再
搬
送
さ
れ
た
。
一

刻
を
争
う
事
態
な
の
に
、
時
間
の
大
き
な
ロ

ス
が
あ
る
。
状
況
判
断
で
直
接
、
福
知
山
市

民
病
院
へ
搬
送
で
き
な
い
の
か
。

答
申
で
は
、
加
悦
統
合
方
針
は
、
見

直
し
を
求
め
て
お
り
、
町
の
提
案
に

は
ノ
ー
で
あ
る
。
白
紙
に
戻
る
の
か
。

「
与
謝
野
町
庁
舎
問
題
を
考
え
る
会
」

よ
り
、
署
名
を
添
え
て
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
対
応
は
。

地
域
に
よ
っ
て
助
か
る
命
も
助
か
ら

な
い
な
ど
、
命
の
格
差
は
い
け
な
い
。

他
医
療
圏
へ
頼
ら
ず
、
中
核
の
与
謝
の
海
病

院
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
設
置
や
、
拡
充
を

強
く
要
望
す
べ
き
だ
。

不
妊
治
療
の
助
成
は

精
神
的
苦
痛
や
多
額
の
治
療
費
、
交

通
費
な
ど
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
。

助
成
は
。
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Ｑ

Ａ

野村生八

Ｑ

Ａ

あじさい苑（岩滝）にぎやかな岩滝児童館

浪江郁雄

消
費
税
の
増
税
分
は
、
民
主
・
自
民
・

公
明
の
３
党
合
意
に
よ
り
、
大
型
公

共
事
業
に
全
て
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
金

持
ち
へ
の
減
税
を
止
め
る
と
言
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
も
中
止
に
な
っ
た
。

　

結
局
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
は
、

大
金
持
ち
に
は
減
税
、
庶
民
に
は
増
税
。
そ

の
財
源
は
、
社
会
保
障
に
は
回
ら
ず
、
今
後

一
層
、
福
祉
の
切
り
捨
て
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
政
府
の
試
算
で
は
、
介
護
保
険
料

地
方
版
子
ど
も
子
育
て
会
議
は
努
力

義
務
だ
が
、
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
す
る
に
は
設
置
が
必
要
で
は
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
納
税

役
場
の
窓
口
が
開
い
て
い
な
い
日
で

も
証
明
書
の
取
得
や
納
税
が
で
き
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
窓
口
業
務
の
軽
減

は
２
倍
に
、
生
活
介
護
は
な
く
な
る
。
も
は

や
、
制
度
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
国
に
抜

本
的
な
改
善
を
求
め
る
べ
き
だ
。

福
祉
産
業
に
期
待

中
小
企
業
振
興
条
例
で
は
、
福
祉
産

業
も
地
域
経
済
の
振
興
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。
福
祉
職
場
へ
の
取
り
組
み
は
。

な
ど
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
施
策
だ
が
。

リ
ー
ス
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入

省
エ
ネ
や
経
費
削
減
か
ら
道
路
や
公

共
施
設
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
は
検

討
課
題
だ
が
、
初
期
費
用
が
多
額
だ
。

　

リ
ー
ス
な
ら
新
た
な
予
算
措
置
を
伴
わ
な

い
が
。
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Ｑ

山添藤真

Ｑ

Ａ

宮﨑有平

岩滝小学校住民協力で施工された道路（後野）

Ａ

生
徒
数
が
急
速
に
減
少
す
る
な
か

で
、
子
ど
も
達
の
よ
り
よ
い
教
育
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
、
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
と
統
廃
合
の
時
期
を
聞
き
た
い
。

次
年
度
予
算
編
成
方
針
の
特
徴
は
、

総
予
算
の
大
幅
圧
縮
に
つ
な
が
る
予

算
要
求
額
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
財
政
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
を

維
持
し
て
い
く
に
は
、
賢
く
歳
出
抑
制
に
努

め
る
と
同
時
に
、
さ
ら
な
る
住
民
参
画
の
促

進
・
国
府
の
制
度
活
用
・
創
意
工
夫
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
次
の
三
点
を
提
案
す
る
。

①
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
。
②
資
材

支
給
型
公
共
事
業
政
策
の
導
入
。
③
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
を
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

学
力
低
下
や
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど

の
発
達
段
階
の
変
化
に
対
応
で
き
る

教
育
の
あ
り
方
と
し
て
、
小
中
一
貫
教
育
を

検
討
し
て
は
。

地
域
間
交
流
の
促
進
を

産
業
・
観
光
振
興
を
促
進
す
る
に
は
、

人
口
交
流
施
策
の
立
案
が
必
要
で
あ

る
。
さ
ら
な
る
交
流
の
促
進
を
。
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Ｑ

Ａ

杉上忠義

Ｑ

Ａ

今田博文

拡幅が待たれる河川 加悦中学校体育館

安
良
の
丘
に
、
地
域
と
と
も
に
育
ま

れ
る
「
新
・
加
悦
中
学
校
」。
対
話

型
設
計
手
法
を
用
い
た
「
学
校
づ
く
り
」
の

た
め
に
、
住
民
代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
教
職

員
で
編
成
さ
れ
た
「
加
悦
中
改
築
事
業
検
討

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
慎
重
に
検
討
し
、「
基

本
設
計
」
が
完
成
し
た
。

　

し
か
し
、
職
員
に
よ
る
事
件
が
起
き
て
、

事
業
が
中
断
し
て
い
る
。
こ
の
基
本
設
計
を

基
に
し
て
前
に
進
め
る
の
か
。
生
徒
が
安
心

予
算
の
46
％
を
占
め
る
普
通
交
付
税

が
９
年
後
に
は
12
億
円
削
減
さ
れ
厳

し
い
財
政
状
況
下
に
な
る
。
平
成
25
年
度
予

算
に
お
い
て
通
常
経
費
の
５
％
カ
ッ
ト
が
示

さ
れ
た
。
年
間
2.2
億
円
の
削
減
が
で
き
る
の

か
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
。
Ｐ
（
事
業
計

画
）Ｄ（
事
業
実
施
）Ｃ（
事
業
評
価
）

Ａ
（
改
善
・
改
革
）
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

し
て
学
べ
る
校
舎
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
避

難
施
設
と
な
る
加
悦
中
建
設
の
一
日
も
早
い

着
工
が
待
た
れ
て
い
る
が
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を

建
物
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
達
も
変
わ

る
。
校
舎
の
使
い
方
に
新
発
想
を
取

り
入
れ
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

地
域
社
会
か
ら
よ
く
見
え
る
学
校
づ
く
り

が
重
要
だ
が
。

民
生
費
、
消
防
費
が
大
き
な
削
減
額

に
な
っ
て
い
る
。
影
響
は
。

決
算
の
み
の
評
価
で
は
タ
イ
ム
ラ
グ

が
お
き
る
。

　

事
業
途
中
で
の
評
価
と
年
度
末
評
価
を
組

み
合
わ
せ
た
評
価
が
必
要
に
な
る
。

第
３
者
評
価
を
取
り
入
れ
る
の
か
。
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Ｑ

Ａ

井田義之

加悦小学校

不
祥
事
の
あ
っ
た
加
悦
中
の
改
築
が

基
本
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
る
。

「
学
校
等
の
基
本
方
針
」
に
少
子
化
に
よ
る

今
後
の
活
用
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
。

幼
保
一
元
化
の
計
画
を

岩
滝
幼
稚
園
の
老
朽
化
、
三
河
内
幼

稚
園
の
少
人
数
化
が
進
ん
で
い
る
。

幼
保
の
一
体
化
は
で
き
な
い
か
。

勧
奨
退
職
制
度
見
直
し
を

当
町
で
は
管
理
職
が
58
才
で
退
職
す

る
慣
習
が
あ
る
。
条
例
で
は
60
才
。

年
金
の
支
給
も
段
階
的
に
65
才
と
あ
る
が
。

大阪行き高速バス路線に関
する請願書

子どもたちにゆきとどいた
教育をすすめるための教育
予算増額、教育諸条件の整
備・充実を求める請願書



　岩滝児童館は、児童に健全な遊びの場を提供して、健やかに
成長してくれることを願って建てられた町の施設です。幼稚園
児から小学校低学年の児童が、本を読んだり、宿題をしたり、絵
を描いたり、それぞれの時間を過ごしています。また、放課後の
児童の居場所として学童保育の代わりとしても利用されていま
す。児童館では、手作りで遊び道具を作ったり、天気のいい日に
は近くの川や神社に行き自然と触れ合ったり、児童達が自主的
に遊べるようにしています。なかでも、手作りのカードゲームや
びゅんびゅんごまはとても好評でした。また、おてつだいカード
のスタンプが貯まると、くじ引きを引くことができ、ゲーム感覚
で楽しみながら、集団生活の中で協力し合えるようにしていま
す。人とつながることで育ち、学べる場として、これからも工夫
しながら取り組みます。

　

今
、世
の
中
は
大
不
況

で
す
。き
っ
と
多
く
の
み

な
さ
ん
も
同
じ
思
い
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。ち
ん

ざ
ん
も
餅
類
の
販
売
が

無
け
れ
ば
、早
い
う
ち
に

だ
め
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
と
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。加
工
品
目
を
増
や

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、す
れ
す
れ
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

な
か
な
か
進
め
ま
せ
ん

が
、一
日
で
も
早
い
実
現

に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
千
年
椿
も
多

く
の
蕾
を
つ
け
て
、み
な

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。ど
う

ぞ
、椿
・
資
料
館
・
ち
ん
ざ

ん
を
お
尋
ね
下
さ
い
。

児童館外観 図書室入り口

ちんざん 椿資料館

ホールで遊ぶ子どもたち

図書室のようす

がんばって
います

　

大
椿
が
千
余
年
以
上

の
歳
月
が
経
っ
て
い
る

と
の
鑑
定
を
受
け
、滝
の

千
年
椿
と
名
付
け
て
か

ら
、早
い
も
の
で
25
年
の

時
が
流
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、椿
文
化
資

料
館
を
こ
の
地
に
建
設

し
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
り
、
食
堂
施
設
を
併

設
し
た
い
と
思
い
、仲
間

と
共
に
㈲
明
人
夢
村
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。店
名

は
「
ち
ん
ざ
ん
」
と
し
、

加
工
食
品
・
食
堂
を
主
流

に
運
営
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
が
、何

分
素
人
の
集
ま
り
で
す
。

料
理
は
専
門
の
先
生
の

指
導
を
受
け
、草
も
ち
加

工
は
大
阪
の
機
器
メ
ー

カ
ー
で
試
作
を
し
な
が

ら
、今
日
の
商
品
が
で
き

て
お
り
ま
す
。
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